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・経年変化について 

１．設計で考慮する使用期間 

 すでに容器承認を頂いている のうち、最も古いものが２００６年である。そこから

今後の使用期間を考慮して、３０年とする。これを元に、熱的、放射線、化学的変化につ

いて定量的に評価を行う。 

 
２．年間の使用回数 

 １度の輸送に最低２か月かかるとすると、実質的には最大で年間６回の使用回数となる

が、（ロ）章 A（p（ロ）-A-83）にて定義してした使用回数は年８回としているため、これ

を元に評価を行う。 

 

３．対象の構成部品 

 ステンレス鋼、断熱材 木材 ）とする。なお、評

価には、収納物も含める。 

 

３．１．評価項目 

１）放射線の劣化 

使用期間中の中性子照射量は、およそ であり、材料強度への影響を与えるレ

ベルの 10^18 n/cm2に比べると小さいため、影響はない。 

 

２）熱劣化 

輸送物構成部品の最高温度は約 ℃である。金属材料については規格等で定める強度基

準が 350℃から 430℃まで定められていることから、クリープ等の影響を受けることはなく、

問題ない。木材 は 200℃程度まで熱物性の顕著な変化が生じないことか

ら熱的な劣化の影響はない。 

 

３）化学劣化 

ステンレス鋼については、不動態膜を表層に形成する材料であり、腐食しにくい材料で

ある。また、発送前検査や定期自主点検にて外観を確認し、必要に応じ補修を行うことと

している。また、断熱材、木材もステンレス鋼により被覆されていることにより、吸湿等

に起因する分解、腐食を起こすことはなく化学的な劣化の影響を受けることはない。なお、

使用期間中以外は、屋内にて保管管理されているため、吸湿等が起こりうる可能性は著し






